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～感染をひろげないために～

社会福祉法人東桜会

特別養護老人ホーム麻機園

感染症対策
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麻機園とは・・・
• 静岡市葵区麻機地区の
自然豊かな場所にあり
ます。

• 園庭には四季折々の花
が咲き、春には法人の名
前にあるように、桜の花
が咲き、お花見をするこ
とができます。
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取り組んだ理由

毎年感染症が流行する

不便な生活になる

予防対策は頑張っている

どこがダメなの?いけないの?
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取り組みの内容

プロジェクトチームの結成

感染予防・対策の勉強会を開催

（外部講師）

現状では何がダメなのか検証

マニュアルの点検・見直し・修正

必要物品等の準備

勉強会で学んだことを実践
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勉強会の様子
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車両での嘔吐物処理
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嘔吐物処理の説明
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嘔吐物処理
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施設内勉強会の
ようす
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職員の手

やればよし！の気持ち

職員個々の判断

汚染物のその後

職員自身の予防

感染源を考えてみた
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勉強会前 勉強会後

消毒液 ・次亜塩素酸ナトリウム
・加速化過酸化水素
・ペルオキソー硫酸水素ナトリウム

嘔吐物の処理方法
・予防衣を着る
・他の汚物と一緒

・使い捨て予防セット
・直接消毒液を嘔吐物にかける。

汚染された衣類
・次亜塩素酸に浸ける
・そのまま洗濯室へ

・加速化過酸化水素に浸ける
・黄色のビニール袋に入れ洗濯室へ

嘔吐物を処理した
衣類

・そのまま何もせず洗濯
・加速化過酸化水素を吹きかけて
から洗濯

汚染された床・
テーブル

・布巾で拭き、次亜塩素酸
で消毒

・加速化過酸化水素で拭く

汚染された車いす ・水洗い ・加速化過酸化水素で毎週消毒

雑巾 ・タオル
・拭く場所により、色分け
・マイクロファイバー

送迎車両 ・何もしてない ・処理セットをおく

現状との違い
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マニュアルの点検・見直し・修正
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毎日の床清掃と消毒

テーブルを表と裏、足まで拭く

汚染物を分ける

車椅子と椅子の消毒

月1回の清掃・消毒

実 践
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毎日、清掃・消毒をするようになった

感染症により、対策方法を

変更することができる

成 果
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勉強会を行うことで、感染予防の強い

意識づけになった

感染症対策が不十分であることに気づ
いた

感染症の拡大がなくなった

評 価
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今後の課題

意識の高まりをどう維持していくか。

勉強会の継続

流行時期だけでなく1年を通して

対策を行う
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ご清聴ありがとうございました。

これからもがんばります。


